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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つまたは複数のプロセッサにより、コンテンツ・アイテム要求をリソースから受信す
るステップであって、前記リソースはリソース・スポンサに関連付けられるステップと、
　前記１つまたは複数のプロセッサにより、スパム要求をフィルタし、前記コンテンツ・
アイテム要求が正当であるかどうかを判定するステップを含めて、前記コンテンツ・アイ
テム要求を検証するステップと、
　無効な要求に対して、前記無効な要求がスパムであるかどうかを判定し、スパムである
場合には、前記コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供しない
ステップと、
　無効な要求に対して、前記１つまたは複数のプロセッサにより、前記無効な要求が不適
切にフォーマットされているかどうかを判定し、不適切にフォーマットされている場合に
は、前記リソース・スポンサにより過去に提供されたパラメータ記述に少なくとも部分的
に基づいてコンテンツ・アイテムを選択するステップを含めて、前記コンテンツ・アイテ
ム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供するステップと、
　無効な要求に対して、前記１つまたは複数のプロセッサにより、前記無効な要求が、広
告エンティティの階層において欠落している広告エンティティに対する要求であるかどう
かを判定し、そうである場合には、前記リソース・スポンサに関連付けられた前記階層に
おける別の広告エンティティに基づいてコンテンツ・アイテムを選択するステップを含め
て、前記コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供するステップ
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と、
　前記１つまたは複数のプロセッサにより、無効な要求に関連する情報をユーザ・インタ
フェースで前記リソース・スポンサに提供するステップであって、無効な要求に関連して
提供された前記情報は、前記無効な要求がスパムであるかどうか、不適切にフォーマット
されているかどうか、または、広告エンティティの階層において欠落している広告エンテ
ィティに対する要求であるかどうかを含み、前記ユーザ・インタフェースは、同種の後続
の要求が受信の際に正当性確認されるように無効なコンテンツ・アイテム要求を前記リソ
ース・スポンサが受理し正当性確認できるようにするためのツールを備えるステップと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記リソースはウェブページであり前記リソース・スポンサは前記ウェブページのパブ
リッシャである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コンテンツ・アイテム要求を検証するステップは、前記コンテンツ・アイテム要求
に関連付けられたタグを検査するステップを含めて、前記要求に関連付けられたコンテン
ツ・アイテム・スロットと関連付けられた詳細を検証するステップを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　スパム要求をフィルタするステップは、ブラックリストに基づいて要求をフィルタする
ステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記コンテンツ・アイテム要求が正当であるかどうかを判定するステップは、前記コン
テンツ・アイテム要求が、正当であるコンテンツ・アイテム・スロット定義を含むかどう
かを判定するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記コンテンツ・アイテム・スロット定義が正当であるかどうかを判定するステップは
、前記コンテンツ・アイテム要求に関連付けられたタグの中のタームを評価するステップ
を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記コンテンツ・アイテム要求が正当であるかどうかを判定するステップは、コンテン
ツ・アイテム要求が無効であるかどうかを判定するステップを含み、無効な要求とは、訂
正可能な１つまたは複数の誤字を含むタグを含む要求の形態のものでありうる、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　前記コンテンツ・アイテム要求が正当であるかどうかを判定するステップは、前記コン
テンツ・アイテム要求に関連付けられる広告エンティティを決定するステップを含み、前
記方法は、前記コンテンツ・アイテム要求が無効であり無効な広告エンティティ仕様を含
むかどうかを判定するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記広告エンティティは、どのようにコンテンツを前記リソースで表示すべきかを定義
するパラメータを含むコンテンツ・アイテム・スロット定義である、請求項８に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記広告エンティティが無効であるかどうかを判定するステップはさらに、一般的に無
効であるかまたは前記リソース・スポンサに対して特に無効である前記コンテンツ・アイ
テム・スロット定義の１つまたは複数の特徴を決定するステップを含む、請求項９に記載
の方法。
【請求項１１】
　無効な要求に対して、前記コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテム
を提供するステップはさらに、前記リソース・スポンサと関連付けられた少なくとも１つ
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の広告エンティティを特定するステップと、特定された広告エンティティと適合するコン
テンツ・アイテムを提供するステップとを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記特定された広告エンティティは、前記リソース・スポンサによって規定されるコン
テンツ・スロットを定義する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記提供するステップはさらに、受信した無効なコンテンツ・アイテム要求に少なくと
も部分的に基づいて正当な広告エンティティに対する提案を提供するステップを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記無効なコンテンツ・アイテム要求は無効なコンテンツ・アイテム・スロット定義を
含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記提供するステップはさらに、無効なコンテンツ・アイテム要求を記録するステップ
を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　無効なコンテンツ・アイテム要求を特定するステップと、前記無効なコンテンツ・アイ
テム要求に対する処置を自動的に決定するステップとをさらに含み、無効なコンテンツ・
アイテム要求に関連する情報を提供する方法は、修復された無効なコンテンツ・アイテム
を提供するステップを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　情報を提供するステップは、ユーザが無効なコンテンツ・アイテム要求を修復できるよ
うにするツールを提供するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　情報を提供するステップは、提案された正当な広告エンティティをリソース・スポンサ
が受理できるようにするツールを提供するステップを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　１つまたは複数のプロセッサにより、コンテンツ・アイテム要求を受信するステップで
あって、前記コンテンツ・アイテム要求に応答して受信した任意のコンテンツ・アイテム
はリソースに表示され、前記リソースは関連するリソース・スポンサを有するステップと
、
　前記１つまたは複数のプロセッサにより、前記コンテンツ・アイテム要求が正当である
か無効であるかを判定するステップと、
　前記１つまたは複数のプロセッサにより、正当な要求に対して、前記コンテンツ・アイ
テム要求に応答してコンテンツを提供するステップと、
　前記１つまたは複数のプロセッサにより、無効な要求に対して、前記無効な要求がスパ
ムであるかどうかを判定し、スパムである場合には、前記コンテンツ・アイテム要求に応
答してコンテンツ・アイテムを提供しないステップと、
　前記１つまたは複数のプロセッサにより、無効な要求に対して、前記無効な要求が不適
切にフォーマットされているかどうかを判定し、不適切にフォーマットされている場合に
は、前記リソース・スポンサにより過去に提供されたパラメータ記述に少なくとも部分的
に基づいてコンテンツ・アイテムを選択するステップを含めて、前記コンテンツ・アイテ
ム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供するステップと、
　前記１つまたは複数のプロセッサにより、無効な要求に対して、前記無効な要求が、広
告エンティティの階層において欠落している広告エンティティに対する要求であるかどう
かを判定し、そうである場合には、前記リソース・スポンサに関連付けられた前記階層に
おける別の広告エンティティに基づいてコンテンツ・アイテムを選択するステップを含め
て、前記コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供するステップ
と、
　を含む、方法。
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【請求項２０】
　前記広告エンティティはコンテンツ・アイテム・スロット定義である、請求項１３に記
載の方法。
【請求項２１】
　実行されたときに、プロセッサに、
　　コンテンツ・アイテム要求を、リソース・スポンサに関連付けられるリソースから受
信させ、
　　スパム要求をフィルタし、前記コンテンツ・アイテム要求が正当であるかどうかを判
定することを含めて、前記コンテンツ・アイテム要求を検証させ、
　　無効な要求に対して、前記無効な要求がスパムであるかどうかを判定し、スパムであ
る場合には、前記コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供しな
いようにさせ、
　　無効な要求に対して、前記無効な要求が不適切にフォーマットされているかどうかを
判定し、不適切にフォーマットされている場合には、前記リソース・スポンサにより過去
に提供されたパラメータ記述に少なくとも部分的に基づいてコンテンツ・アイテムを選択
することを含めて、前記コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提
供させ、
　　無効な要求に対して、前記無効な要求が、広告エンティティの階層において欠落して
いる広告エンティティに対する要求であるかどうかを判定し、そうである場合には、前記
リソース・スポンサに関連付けられた前記階層における別の広告エンティティに基づいて
コンテンツ・アイテムを選択することを含めて、前記コンテンツ・アイテム要求に応答し
てコンテンツ・アイテムを提供させ、
　　無効な要求に関連する情報をユーザ・インタフェースで前記リソース・スポンサに提
供させる、
　命令を含む、コンピュータ・プログラムであって、
　無効な要求に関連して提供された前記情報は、前記無効な要求がスパムであるかどうか
、不適切にフォーマットされているかどうか、または、広告エンティティの階層において
欠落している広告エンティティに対する要求であるかどうかを含み、前記ユーザ・インタ
フェースは、同種の後続の要求が受信の際に正当性確認されるように無効なコンテンツ・
アイテム要求を前記リソース・スポンサが受理し正当性確認できるようにするためのツー
ルを備える、コンピュータ・プログラム。
【請求項２２】
　前記広告エンティティはコンテンツ・アイテム・スロット定義である、請求項２１に記
載のコンピュータ・プログラム。
【請求項２３】
　情報を提供するステップは、正当な広告エンティティに関する提案を資産スポンサに提
供するステップを含む、請求項２１に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項２４】
　情報を提供するステップは、受信した無効な要求の数のカウントを含む、受信した前記
無効なコンテンツ・アイテム要求を提供するステップを含む、請求項２１に記載のコンピ
ュータ・プログラム。
【請求項２５】
　情報を提供するステップは、無効なコンテンツ・アイテム要求を特定するステップと、
前記無効なコンテンツ・アイテム要求を修正するための処置を決定するステップと、前記
無効なコンテンツ・アイテム要求を自動的に修正するステップと、修正された前記無効な
コンテンツ・アイテム要求を提供するステップとを含む、請求項２１に記載のコンピュー
タ・プログラム。
【請求項２６】
　情報を提供するステップは、正当であるとして１つまたは複数の提供されたコンテンツ
・アイテム要求を受理するためのツールを提供するステップを含む、請求項２１に記載の
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コンピュータ・プログラム。
【請求項２７】
　情報を提供するステップは、前記無効なコンテンツ・アイテム要求のうち１つまたは複
数を修復するための情報を提供するステップを含む、請求項２１に記載のコンピュータ・
プログラム。
【請求項２８】
　プロセッサと、
　命令を含むメモリと、
　要求ハンドラ、検証エンジン、および提案エンジンを有し、要求の受信に応答してコン
テンツ・アイテムを提供するコンテンツ管理システムを備えるシステムであって、
　前記要求ハンドラは、コンテンツ・アイテム要求を受信し、受信した前記コンテンツ・
アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供することができ、
　前記検証エンジンは、
　　スパム要求をフィルタし、前記コンテンツ・アイテム要求が正当であるかどうかを判
定することを含めて、前記コンテンツ・アイテム要求を検証し、
　　無効な要求に対して、前記無効な要求がスパムであるかどうかを判定し、スパムであ
る場合には、前記コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供せず
、
　　無効な要求に対して、前記無効な要求が不適切にフォーマットされているかどうかを
判定し、不適切にフォーマットされている場合には、リソース・スポンサにより過去に提
供されたパラメータ記述に少なくとも部分的に基づいてコンテンツ・アイテムを選択する
ことを含めて、前記コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供し
、
　　無効な要求に対して、前記無効な要求が、広告エンティティの階層において欠落して
いる広告エンティティに対する要求であるかどうかを判定し、そうである場合には、前記
リソース・スポンサに関連付けられた前記階層における別の広告エンティティに基づいて
コンテンツ・アイテムを選択することを含めて、前記コンテンツ・アイテム要求に応答し
てコンテンツ・アイテムを提供する、
　ことができ、
　前記提案エンジンは、無効な要求に関連する情報をユーザ・インタフェースで前記リソ
ース・スポンサに提供することができ、無効な要求に関連して提供された前記情報は、前
記無効な要求がスパムであるかどうか、不適切にフォーマットされているかどうか、また
は、広告エンティティの階層において欠落している広告エンティティに対する要求である
かどうかを含み、前記ユーザ・インタフェースは、同種の後続の要求が受信の際に正当性
確認されるように無効なコンテンツ・アイテム要求を前記リソース・スポンサが受理し正
当性確認できるようにするためのツールを備える、
　システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書は、情報の提供に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インターネットは多種多様なリソースへのアクセスを提供する。例えば、特定のテーマ
または特定のニュース記事に関するビデオおよび／またはオーディオ・ファイル、ならび
にウェブページに、インターネットを介してアクセスすることができる。これらのリソー
スへのアクセスは、当該リソースが提供される他のコンテンツ（例えば、広告）に関する
機会を提供する。例えば、ウェブページは、コンテンツを提供できるスロットを含むこと
ができる。これらのスロットを、例えば検索結果とともに、ウェブページ内で定義するか
、または、ウェブページの表示に関して定義することができる。
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【０００３】
　コンテンツ・アイテム・スロットを、予約システムを介してコンテンツのスポンサに割
り当てることができる。例えば、パブリッシャはコンテンツ・パブリッシャと契約して、
１つまたは複数のパブリッシャ資産に関連付けられたコンテンツ・スロットにコンテンツ
・アイテムを発行することができる。特定のコンテンツ・スロットを識別するコンテンツ
要求を受信したとき、パブリッシャに関連付けられたコンテンツ管理システムは、任意数
のルールに従うコンテンツ・アイテムを供給することができ、様々な契約の契約条項が満
たされることを保証することができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一般に、本明細書に記載の主題の１つの発明態様を、コンテンツ・アイテム要求をリソ
ースから受信するステップであって、当該リソースはリソース・スポンサに関連付けられ
るステップと、スパム要求をフィルタし、当該コンテンツ・アイテム要求が正当であるか
どうかを判定するステップを含めて、当該コンテンツ・アイテム要求を検証するステップ
と、任意の無効な要求に対して、当該リソース・スポンサが提供する既存の定義と適合す
る当該コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供するステップと
、当該リソース・スポンサに対する無効な要求に関連する情報をユーザ・インタフェース
に提供するステップであって、当該ユーザ・インタフェースは、同種の後続の要求が受信
の際に正当性確認されるようにコンテンツ・アイテム要求を当該リソース・スポンサが自
動的に受理し正当性確認できるようにするためのツールを備えるステップと、を備える方
法を含む方法で実装することができる。
【０００５】
　これらおよび他の実装形態が場合によっては以下の特徴のうち１つまたは複数を含むこ
とができる。リソースはウェブページであり、リソース・スポンサは当該ウェブページの
パブリッシャであることができる。当該コンテンツ・アイテム要求を検証するステップは
、当該コンテンツ・アイテム要求に関連付けられたタグを検査するステップを含めて、当
該要求に関連付けられたコンテンツ・アイテム・スロットと関連付けられた詳細を検証す
るステップを含むことができる。スパム要求をフィルタするステップは、ブラックリスト
に基づいて要求をフィルタするステップを含むことができる。当該コンテンツ・アイテム
要求が正当であるかどうかを判定するステップは、当該コンテンツ・アイテム要求が正当
であるコンテンツ・アイテム・スロット定義を含むかどうかを判定するステップを含むこ
とができる。当該コンテンツ・アイテム・スロット定義が正当であるかどうかを判定する
ステップは、当該コンテンツ・アイテム要求に関連付けられたタグの中のタームを評価す
るステップを含むことができる。当該コンテンツ・アイテム要求が正当であるかどうかを
判定するステップは、コンテンツ・アイテム要求が無効であるかどうかを判定するステッ
プを含むことができる。無効な要求とは、訂正可能な１つまたは複数の誤字を含むタグを
含む要求の形態のものであることができる。当該コンテンツ・アイテム要求が正当である
かどうかを判定するステップは、当該コンテンツ・アイテム要求に関連付けられた広告エ
ンティティ（ａｄｖｅｒｔｉｓａｂｌｅ　ｅｎｔｉｔｙ）を決定するステップを含むこと
ができる。当該方法はさらに、当該コンテンツ・アイテム要求が無効であり無効な広告エ
ンティティ仕様を含むかどうかを判定するステップを含むことができる。当該広告エンテ
ィティは、どのようにコンテンツを当該リソース上で表示すべきかを定義するパラメータ
を含むコンテンツ・アイテム・スロット定義であることができる。当該広告エンティティ
が無効であるかどうかを判定するステップはさらに、一般的に無効であるかまたは当該リ
ソース・スポンサに対して特に無効である当該コンテンツ・アイテム・スロット定義の１
つまたは複数の特徴を決定するステップを含むことができる。任意の無効な要求に対して
、当該コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供するステップは
さらに、当該リソース・スポンサと関連付けられた少なくとも１つの広告エンティティを
特定するステップと、特定された広告エンティティと適合するコンテンツ・アイテムを提
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供するステップとを含むことができる。当該特定された広告エンティティは、当該リソー
ス・スポンサによって規定されるコンテンツ・スロットを定義することができる。当該提
供するステップはさらに、受信した無効なコンテンツ・アイテム要求に少なくとも部分的
に基づいて正当な広告エンティティに対する提案を提供するステップを含むことができる
。当該無効なコンテンツ・アイテム要求は無効なコンテンツ・アイテム・スロット定義を
含むことができる。当該提供するステップはさらに、無効なコンテンツ・アイテム要求を
記録するステップを含むことができる。当該方法はさらに、無効なコンテンツ・アイテム
要求を特定するステップと、当該無効なコンテンツ・アイテム要求に対する処置を自動的
に決定するステップとを含むことができる。無効なコンテンツ・アイテム要求に関連する
情報を提供する当該方法は、修復された無効なコンテンツ・アイテムを提供するステップ
を含むことができる。情報を提供するステップは、ユーザが無効なコンテンツ・アイテム
要求を修復できるようにするツールを提供するステップを含むことができる。情報を提供
するステップは、提案された正当な広告エンティティをリソース・スポンサが受理できる
ようにするツールを提供するステップを含むことができる。
【０００６】
　一般に、本明細書に記載の主題の別の発明態様を、コンテンツ・アイテム要求を受信す
るステップであって、当該コンテンツ・アイテム要求に応答して受信した任意のコンテン
ツ・アイテムがリソース上に表示され、当該リソースは関連するリソース・スポンサを有
するステップと、当該コンテンツ・アイテム要求が正当であるか無効であるかを判定する
ステップと、正当な要求に対して、当該コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ
を提供するステップと、無効な要求に対して、当該無効な要求がスパムであるかどうかを
判定し、スパムである場合には、当該コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・
アイテムを提供しないステップと、無効な要求に対して、当該無効な要求が不適切にフォ
ーマットされているかどうかを判定し、不適切にフォーマットされている場合には、当該
リソース・スポンサにより過去に提供されたパラメータ記述に少なくとも部分的に基づい
てコンテンツ・アイテムを選択するステップを含めて、当該コンテンツ・アイテム要求に
応答してコンテンツ・アイテムを提供するステップと、無効な要求に対して、当該無効な
要求が、広告エンティティの階層において欠落している広告エンティティに対する要求で
あるかどうかを判定し、そうである場合には、当該リソース・スポンサに関連付けられた
当該階層における別の広告エンティティに基づいてコンテンツ・アイテムを選択するステ
ップを含めて、当該コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供す
るステップと、を備える方法を含む方法で実装することができる。
【０００７】
　これらおよび他の実装形態が場合によっては以下の特徴のうち１つまたは複数を含むこ
とができる。当該広告エンティティはコンテンツ・アイテム・スロット定義であることが
できる。
【０００８】
　一般に、本明細書に記載の主題の別の発明態様を、資産スポンサに関連付けられた資産
から受信した１つまたは複数の無効なコンテンツ・アイテム要求を決定するステップと、
当該無効なコンテンツ・アイテム要求を記録するステップと、当該無効なコンテンツ・ア
イテム要求に関連する情報をユーザ・インタフェースで当該資産スポンサに提供するステ
ップと、を備える方法を含む方法で実装することができる。
【０００９】
　これらおよび他の実装形態が場合によっては以下の特徴のうち１つまたは複数を含むこ
とができる。無効なコンテンツ・アイテム要求は無効な広告エンティティを含むことがで
きる。当該広告エンティティはコンテンツ・アイテム・スロット定義であることができる
。情報を提供するステップは、正当な広告エンティティに関する提案を当該リソース・ス
ポンサに提供するステップを含むことができる。情報を提供するステップは、受信した無
効な要求の数のカウントを含む、受信した当該無効なコンテンツ・アイテム要求を提供す
るステップを含むことができる。情報を提供するステップは、ログから無効なコンテンツ
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・アイテム要求を特定するステップと、当該無効なコンテンツ・アイテム要求を修正する
ための処置を決定するステップと、当該無効なコンテンツ・アイテム要求を自動的に修正
するステップとを含み、当該提供するステップは、修正された当該無効なコンテンツ・ア
イテム要求を提供するステップを含むことができる。情報を提供するステップは、正当で
あるとして１つまたは複数の提供されたコンテンツ・アイテム要求を受理するためのツー
ルを提供するステップを含むことができる。情報を提供するステップは、当該無効なコン
テンツ・アイテム要求のうち１つまたは複数を修復するための情報を提供するステップを
含むことができる。
【００１０】
　一般に、本明細書に記載の主題の別の発明態様を、要求ハンドラ、検証エンジン、およ
び提案エンジンを有し、要求の受信に応答してコンテンツ・アイテムを提供するコンテン
ツ管理システムを備えるシステムであって、当該要求ハンドラは、コンテンツ・アイテム
要求を受信し、受信した当該コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテンツ・アイテム
を提供することができ、当該検証エンジンは、コンテンツ・アイテム要求を検証し、当該
コンテンツ・アイテム要求が正当であるか無効であるかを判定することができ、当該提案
エンジンは、無効なコンテンツ・アイテム要求に少なくとも部分的に基づいて、提案され
た広告エンティティを自動的に生成することができるシステムを備えるシステムで実装す
ることができる。
【００１１】
　本明細書に記載の主題の１つまたは複数の実装形態の詳細を、添付図面と下記の説明で
説明する。当該主題の他の特徴、態様、および利点は下記の説明、図面、および特許請求
の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】受信した無効なコンテンツ要求から広告エンティティを自動的に提案するための
例示的な環境のブロック図である。
【図２】受信した無効なコンテンツ要求から広告エンティティを自動的に提案するための
例示的なシステムを示すブロック図である。
【図３】無効なコンテンツ要求から自動的に生成した広告エンティティをレビューし、修
正し、承認するための例示的なユーザ・インタフェースのスクリーン・ショットの図であ
る。
【図４Ａ】無効なコンテンツ要求から自動的に広告エンティティを生成するための例示的
なプロセスの流れ図である。
【図４Ｂ】無効なコンテンツ要求から自動的に広告エンティティを生成し、正当な要求お
よび無効な要求に応答してコンテンツを提供するための例示的なプロセスの流れ図である
。
【図４Ｃ】資産に関連付けられた無効なコンテンツ・アイテムを受信し、記録し、提供す
るための例示的なプロセスの流れ図である。
【図５】本開示で説明した方法、システム、およびプロセスを実装するために使用できる
例示的なコンピュータ・システムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　様々な図面における同様な参照番号と説明は同様な要素を示す。
【００１４】
　本明細書は、無効なコンテンツ・アイテム要求（例えば、広告の要求）を使用して、提
案された広告エンティティ（例えば、コンテンツ・アイテム・スロット定義）を自動的に
生成できる方法、プロセスおよびシステムを説明する。例えば、広告の要求がリソース・
スポンサのウェブページ上のスロットから発生してもよい。対応するコンテンツ・アイテ
ム要求でエラーが検出されなかった場合には、当該コンテンツ・アイテム要求に応答して
コンテンツを提供することができる。しかし、幾つかの例では、タグ（例えば、スロット
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に対する広告を要求するのに使用されるパラメータを含むＨＴＭＬコード）または当該コ
ンテンツ・アイテム要求に関連付けられた他の情報が１つまたは複数のエラーを含むこと
がある。例えば、エラーが、タグを作成したかまたは別のウェブページに対するコードか
らタグをコピーしたソフトウェア開発者、ウェブページ・マスタ、または他のコンテンツ
作成者によって引き起こされることがある。幾つかの実装形態では、１つまたは複数のエ
ラーが当該コンテンツ・アイテム要求に存在するときでも、依然として当該要求に応答し
てコンテンツを提供することができる。例えば、当該コンテンツ・アイテム要求における
誤りのある情報に対する修正をそのリソースプロバイダに対して期待されるコンテンツ・
アイテム要求のフォーマットと内容に基づいて自動的に決定し、当該要求に応じたコンテ
ンツ・アイテムを提供することができる。あるいは、所定のフォーマットを使用して、当
該所定のフォーマットと適合するコンテンツを提供することができる。しかし、他の例で
は、コンテンツ・アイテム要求におけるエラーに対して修正を決定することができず、ど
のコンテンツも提供されない。無効なコンテンツ・アイテム要求を長期間記録することが
できる。リソース・スポンサ（またはウェブページ・パブリッシャ）が利用できるユーザ
・インタフェースが、無効なコンテンツ・アイテム要求に基づく提案された広告エンティ
ティを表示することができる。リソース・スポンサは、当該提案を参照し、編集し、承認
することができ、当該情報を使用して、コンテンツ・アイテムの要求で使用したタグのよ
うな、誤りのある情報を修正することができる。例えば、提案された広告エンティティが
、どのようにコンテンツをリソース上で提供すべきかを定義するパラメータを含むコンテ
ンツ・アイテム・スロット定義であることができる。
【００１５】
　図１は、受信した無効なコンテンツ要求から自動的に広告エンティティを提案するため
の例示的な環境１００のブロック図である。例示的な環境１００は、コンテンツ要求に応
答してコンテンツを選択し提供するためのコンテンツ管理システム１１０を備える。例示
的な環境１００は、ＬＡＮ（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡＮ（ｗｉｄ
ｅ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、インターネット、またはその組合せのようなネットワ
ーク１０２を備える。ネットワーク１０２は、ウェブサイト１０４、ユーザ装置１０６、
コンテンツ・プロバイダ１０８（例えば、リソース・スポンサ）、パブリッシャ１０９、
およびコンテンツ管理システム１１０に接続する。例示的な環境１００は、無数のウェブ
サイト１０４、ユーザ装置１０６、コンテンツ・プロバイダ１０８、およびパブリッシャ
１０９を備えてもよい。
【００１６】
　ウェブサイト１０４は、ドメイン名に関連付けられ１つまたは複数のサーバによりホス
トされる１つまたは複数のリソース１０５を備える。例示的なウェブサイトは、テキスト
、イメージ、マルチメディア・コンテンツ、およびスクリプトのようなプログラミング要
素を含みうる、ＨＴＭＬ（ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　ｍａｒｋｕｐ　ｌａｎｇｕａｇｅ）でフ
ォーマットされたウェブページの集合である。各ウェブサイト１０４を、コンテンツ・パ
ブリッシャにより保守することができる。コンテンツ・パブリッシャとは、ウェブサイト
１０４を制御、管理および／または所有するエンティティである。
【００１７】
　リソース１０５は、ネットワーク１０２で提供できる任意のデータであってもよい。リ
ソース１０５を、リソース１０５と関連付けられたリソース・アドレスにより特定するこ
とができる。リソースには、幾つか挙げると、ウェブページ、ＨＴＭＬページ、ワード・
プロセッサ・ドキュメント、ＰＤＦ（ｐｏｒｔａｂｌｅ　ｄｏｃｕｍｅｎｔ　ｆｏｒｍａ
ｔ）ドキュメント、イメージ、ビデオ、およびニュース・フィード・ソースが含まれる。
当該リソースは、単語、フレーズ、イメージ、および音声のような、（メタ情報ハイパー
リンクといった）組込み情報および／または（ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）スクリ
プトといった）組込み命令を含みうるコンテンツを含むことができる。
【００１８】
　ユーザ装置１０６は、ユーザの制御下にありネットワーク１０２上でリソースを要求し
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受信できる電子装置である。例示的なユーザ装置１０６には、パーソナル・コンピュータ
、モバイル通信装置（例えば、スマートフォン）、およびネットワーク１０２を介してデ
ータを送受信できる他の装置が含まれる。ユーザ装置１０６は一般に、ネットワーク１０
２を介してのデータの送受信を容易にするウェブ・ブラウザのような、１つまたは複数の
ユーザアプリケーションを備える。
【００１９】
　ユーザ装置１０６は、リソース１０５をウェブサイト１０４に要求することができる。
次に、リソース１０５を表現するデータを、ユーザ装置１０６で表示するためにユーザ装
置１０６に提供することができる。リソース１０５を表現するデータはまた、サードパー
ティのコンテンツ・サイトまたはウェブページのポップアップ・ウィンドウまたはスロッ
トの表示位置のような、コンテンツを提供できるリソースの部分またはユーザ・ディスプ
レイの部分を指定するデータを含むことができる。これらの指定されたリソースの部分ま
たはユーザ・ディスプレイの部分をスロット（例えば、広告スロット）と称する。
【００２０】
　これらのリソースの検索を容易にするために、環境１００は、ウェブサイト１０４上の
コンテンツ・パブリッシャにより提供されるリソースをクローリングしインデックス付け
することによりリソースを特定する検索システム１１２を備えることができる。リソース
に関するデータを、データが対応するリソースに基づいてインデックス付けすることがで
きる。インデックスされ場合によってはキャッシュされたリソースのコピーをインデック
ス・キャッシュ１１４に格納することができる。
【００２１】
　ユーザ装置１０６は、ネットワーク１０２を介して検索クエリ１１６を検索システム１
１２に送信することができる。それに応じて、検索システム１１２は、検索クエリ１１６
に関連するリソースを特定するためのインデックス・キャッシュ１１４にアクセスする。
検索システム１１２は、リソースを検索結果１１８の形で特定し、検索結果のページにお
いて検索結果１１８をユーザ装置１０６に返す。検索結果１１８は、特定の検索クエリに
応じたリソースを特定する検索システム１１２により生成されたデータであり、当該リソ
ースへのリンクを含む。幾つかの実装形態では、コンテンツ管理システム１１０は、検索
システム１１２から受信した情報（例えば、特定したリソース）を用いて検索結果１１８
を生成することができる。例示的な検索結果１１８が、ウェブページから抽出したウェブ
ページのタイトル、テキストのスニペットまたはイメージの一部、および当該ウェブペー
ジのＵＲＬを含むことができる。検索結果ページはまた、他のコンテンツ・アイテム（例
えば、広告）を提供できる１つまたは複数のスロットを含むことができる。
【００２２】
　リソース１０５、検索結果１１８および／または他のコンテンツがユーザ装置１０６に
より要求されると、コンテンツ管理システム１１０は、リソース１０５または検索結果１
１８を提供すべきコンテンツの要求を受信する。当該コンテンツの要求が、要求されたリ
ソースまたは検索結果ページに対して定義されるスロットの特徴を含むことができ、当該
コンテンツの要求をコンテンツ管理システム１１０に提供することができる。
【００２３】
　例えば、スロットが定義されるリソースへの参照（例えば、ＵＲＬ）、当該スロットの
サイズ、および／または当該スロット内で表示できるメディア・タイプをコンテンツ管理
システム１１０に提供することができる。同様に、要求されたリソース（「リソース・キ
ーワード」）に関連付けられたキーワード、または、検索結果が要求された検索クエリ１
１６をコンテンツ管理システム１１０に提供して、リソースまたは検索クエリ１１６に関
連するコンテンツの識別を容易にすることができる。
【００２４】
　当該要求に含まれるデータに少なくとも部分的に基づいて、コンテンツ管理システム１
１０は、当該要求に応答して提供するのに適したコンテンツ（「適切なコンテンツ・アイ
テム」）を選択することができる。例えば、適切なコンテンツ・アイテムは、広告スロッ
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トの特徴にマッチする特徴を有し指定されたリソースキーワードまたは検索クエリ１１６
に関連するとして特定された、適切な広告を含むことができる。
【００２５】
　しかし、幾つかの例では、コンテンツ管理システム１１０が受信した一部のコンテンツ
・アイテム要求が無効であることがある。例えば、リソース１０５（例えば、ウェブペー
ジ）上の広告スロットを埋めるための広告に対する広告要求がエラーを含む可能性がある
。幾つかの例では、コンテンツ・アイテム要求がタグを使用することができる。当該タグ
は、広告サーバからの広告を要求するためにブラウザが使用できるＨＴＭＬコードを含む
。受信した要求は、コンテンツ管理システム１１０により認識されないパラメータ、フィ
ールド名、フィールド値をタグが含む場合のように、様々な理由で無効であることもある
。無効なコンテンツ・アイテム要求の別の例は、タグの中のスペルミスのような誤字を含
む要求である。当該要求は、当該要求が、全てのリソース・スポンサ（例えば、無効なシ
ンタックス）に対して一般に無効である特徴および／または特定のリソース・スポンサに
対して特に無効である特徴を含むために無効であるかもしれない。他の例では、当該要求
は、既知のスパムのＩＰアドレス、ＵＲＬ等のブラックリストから決定できるもののよう
な、未承認のウェブサイトから生ずるスパム要求であるために無効であるかもしれない。
幾つかの実装形態では、コンテンツ管理システム１１０が受信した無効な要求を無効なコ
ンテンツ・アイテム要求１２４として格納することができ、例えば、コンテンツ管理シス
テム１１０を後に使用して提案された広告エンティティを自動的に生成することができる
。
【００２６】
　正当なコンテンツ要求を受信したとき、コンテンツ管理システム１１０は当該要求に応
答してコンテンツ・アイテムを提供することができる。幾つかの実装形態では、無効なコ
ンテンツ要求を受信したとき、コンテンツ管理システム１１０は、幾つかの例では、当該
要求に応答してコンテンツ・アイテムを提供することができる。例えば、コンテンツ管理
システム１１０が（例えば、正当性エンジンを用いて）当該要求が修正可能な誤字を含む
と判定した場合には、当該エラーを修正しコンテンツ・アイテムを提供することができる
。幾つかの実装形態では、コンテンツ管理システム１１０はパブリッシャに対する所定の
または既存のデフォルトのフォーマットを使用して、当該所定のまたはデフォルトのフォ
ーマットに従ってコンテンツを提供することができる。
【００２７】
　リソース・スポンサ・ユーザ・インタフェース１２０は、リソース・スポンサ（例えば
、パブリッシャ１０９）が、受信した無効なコンテンツ・アイテム要求１２４に基づいて
動作を実施できるようにすることができる。例えば、提案された広告エントリ１２２を無
効なコンテンツ・アイテム要求１２４から生成することができる。幾つかの実装形態では
、リソース・スポンサ・ユーザ・インタフェース１２０が提案エンジンを使用して、例え
ば、リソース・スポンサ・ユーザ・インタフェース１２０のユーザにより要求されたとき
、定期的に、または、同種の幾つかの無効なコンテンツ・アイテム要求が受信されたとき
に、提案された広告エントリ１２２を受信した無効なコンテンツ・アイテム要求１２４か
ら生成することができる。
【００２８】
　図２は、受信した無効なコンテンツ要求から自動的に広告エンティティを提案するため
の例示的なシステム２００を示すブロック図である。１例として、リソース・スポンサ・
ユーザ・インタフェース１２０は、リソース・スポンサのウェブページ２０４からコンテ
ンツ管理システム１１０により受信された無効なコンテンツ・アイテム要求（例えば、無
効なコンテンツ・アイテム要求２０２）から生成された、提案された広告エンティティ１
２２を提供することができる。
【００２９】
　コンテンツ管理システム１１０が受信したコンテンツ・アイテム要求２０２は、例えば
、リソース・スポンサのウェブページ２０４のような、リソース上のコンテンツ・アイテ
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ム・スロットを埋めるためのコンテンツの要求であることができる。例えば、コンテンツ
・アイテム・スロット２０６ａおよび２０６ｂが、広告スロットまたは他の任意の種類の
コンテンツ・アイテム・スロットであることができる。広告スロットは、例えば、広告の
ブロックに対する広告スロットであることができ、リソース・スポンサのウェブページ２
０４に含まれる他のコンテンツに組み込まれる広告に対する広告スロットであることがで
きる。幾つかの例では、例えば正当な要求２０８ａに対して、コンテンツ・アイテム要求
２０２が正当であることができ、これは、コンテンツ・アイテム要求２０２における情報
が正確な情報、例えば、要求に応じてコンテンツを提供するためにコンテンツ管理システ
ム１１０が使用できる情報を含むことを意味する。しかし、他の例では、例えば無効な要
求２０８ｂのように、コンテンツ・アイテム要求２０２が無効であることもあり、これは
、コンテンツ・アイテム要求２０２内の情報が不正な情報を含むことを意味する。例えば
不法な（例えば、リソース・スポンサのウェブページ２０４でない）ウェブページである
ことが既知である（または疑われる）リソースからコンテンツ・アイテム要求２０２が受
信されたときのように、不正な情報の１つの例示的な種類にはスパム要求が含まれる。他
の例示的な種類の不正な情報には、誤字、リソース・スポンサに対して不正であるかまた
は欠落していることが知られているパラメータ、または存在しないコンテンツ・アイテム
を要求するパラメータが含まれる。
【００３０】
　コンテンツ管理システム１１０は、それがリソース・スポンサのウェブページ２０４か
ら受信するコンテンツ・アイテム要求２０２を処理するための複数のエンジンを備えるこ
とができる。幾つかの実装形態では、コンテンツ管理システム１１０は、コンテンツ・ア
イテム要求２０２を受信し当該要求（例えば、正当な要求２０８ａ）に応じたコンテンツ
を決定できる要求ハンドラ２１０を備える。前述のように、コンテンツ管理システム１１
０（より具体的には、要求ハンドラ２１０）は、当該要求の処理において検索システム１
１２から受信した情報を使用することができる。幾つかの実装形態では、コンテンツ管理
システム１１０は、コンテンツ・アイテム要求２０２が正当であるかまたは無効であるか
を判定するための検証エンジン２１２を備える。例えば、検証エンジン２１２は、コンテ
ンツ・アイテム要求に関連付けられたタグを検査することを含む要求に関連付けられたコ
ンテンツ・アイテム・スロットの定義に関する詳細を検証することができる。結果として
、検証エンジン２１２は、コンテンツ・アイテム・スロット定義が無効であること、例え
ば、どのようにコンテンツをリソース上で表示すべきかを定義する１つまたは複数のパラ
メータが不正であると判定することができる。
【００３１】
　受信した正当な要求２０８ａごとに、要求ハンドラ２１０は、正当な要求２０８ａに応
じて１つまたは複数のコンテンツ・アイテム２１４を提供することができる。コンテンツ
・アイテム２１４を伴う実線２１４ａで示すように、正当な要求２０８ａに応じたコンテ
ンツを、コンテンツ・アイテム・スロット２０６ａ内で使用するために提供することがで
きる。本例では、一般に正当な要求に対してコンテンツ・アイテムを常に提供できるとい
う理由で、実線２１４ａは実線になっている。
【００３２】
　コンテンツ管理システム１１０が受信した無効な要求２０８ｂごとに、検証エンジン２
１２は、当該要求がスパム関連であると判定できる方法のような様々な方法で、当該要求
の正当性を判定することができる。例えば、検証エンジン２１２は、コンテンツ・アイテ
ム要求２０２を検証することができ、同時に、スパム要求をフィルタすることができる。
幾つかの実装形態では、ブラックリスト・データ記憶部２１６が、既知のスパムＩＰアド
レス、ＵＲＬ、および／または例えば受信したコンテンツ・アイテム要求２０２がスパム
・ウェブサイトから生じたと判定するために使用できる他の識別子もしくは情報のリスト
を含むことができる。例えば、検証エンジン２１２は、コンテンツ・アイテム要求２０２
に対応するＩＰアドレスを、ブラックリスト・データ記憶部２１６に格納されたＩＰアド
レスと比較することができる。幾つかの実装形態では、検証エンジン２１２は、コンテン
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ツ・アイテム要求２０２に対応するＵＲＬを、ブラックリスト・データ記憶部２１６に格
納されたＵＲＬと比較することができる。スパム関連要求を判定するための他の方法を使
用してもよい。
【００３３】
　検証エンジン２１２は、他の方法を使用して、例えばリソース・スポンサ（例えば、パ
ブリッシャ）に関連付けられた情報を参照して当該要求のコンテンツを評価することによ
って、当該要求が正当であるか無効であるかを判定することができる。幾つかの実装形態
では、要求が正当であるか無効であるかを判定するステップは、一般的に無効であるかま
たはリソース・スポンサに対して特に無効であるコンテンツ・アイテム・スロット定義の
１つまたは複数の特徴を判定するステップを含む。幾つかの実装形態は、例えば、リソー
ス・スポンサごとに受信されたコンテンツ・アイテム要求２０２の期待されるフォーマッ
トとコンテンツを特定する情報のような、リソース・スポンサに固有な情報を格納するリ
ソース・スポンサ定義２１８を含む。例えば、リソース・ポインタに固有な情報は、その
リソース・スポンサに対応する広告エンティティに使用される階層名を特定するために使
用されるレベルのレベル名を含むことができる。当該情報使用して、例えば、そのリソー
ス・スポンサのウェブページ上のコンテンツ・アイテム・スロットに関連付けられたタグ
内に発見されると期待される名前付き要素を特定することができる。例えば、当該階層名
がリソース・スポンサのウェブページの集合に対応することができる。
【００３４】
　リソース・スポンサ定義２１８に格納される情報の１例では、音楽関連のウェブページ
の集合を有するリソース・ポインタが、階層（例えば、「ａｒｔｉｓｔｓ＞ｊａｚｚ＞ｔ
ｒｕｍｐｅｔ」）を用いてその広告エンティティを特定してもよい。本例では、「ａｒｔ
ｉｓｔ」は階層における最上位レベルを表し、「ｊａｚｚ」は中間レベルを表し、「ｔｒ
ｕｍｐｅｔ」は最下位レベルを表す。幾つかの実装形態では、コンテンツ・アイテム要求
２０２を検証するとき、検証エンジン２１２はリソース・スポンサ定義２１８内の階層情
報（または他の名前付け機構）を使用して無効なパラメータを決定することができる。幾
つかの実装形態では、レベルが階層名から欠落しているときにパラメータを無効であると
判定してもよい。例えば、「ｊａｚｚ」（または他の何らかの中間レベル名）が、「ａｒ
ｔｉｓｔｓ＞ＮＵＬＬ＞ｔｒｕｍｐｅｔ」を含むコンテンツ・アイテム要求から欠落して
いるかもしれない。別の例では、「ａｒｔｉｓｔｓ＞ｊａｚｚ＞ＮＵＬＬ」を含むコンテ
ンツ・アイテム要求から楽器（例えば、「ｔｒｕｍｐｅｔ」）が欠落している。
【００３５】
　幾つかの実装形態では、コンテンツ・アイテム要求２０２における情報の一部が無効で
あったとしても、検証エンジン２１２は依然として、当該要求に応じたコンテンツ・アイ
テム２１４を決定することができる。例えば、前者の例では、検証エンジン２１２は「ａ
ｒｔｉｓｔｓ＞ＮＵＬＬ＞ｔｒｕｍｐｅｔ」において欠落している「ｊａｚｚ」のレベル
を自動的に埋めることができ、コンテンツ管理システム１１０は「ａｒｔｉｓｔｓ＞ｊａ
ｚｚ＞ｔｒｕｍｐｅｔ」に基づいて対応するコンテンツ・アイテム２１４を提供すること
ができる。同様に、後者の例では、検証エンジン２１２は「ａｒｔｉｓｔｓ＞ｊａｚｚ＞
ＮＵＬＬ」において欠落している「ｔｒｕｍｐｅｔ」のレベル（または他の何らかの楽器
）を自動的に埋めることができ、コンテンツ管理システム１１０は対応するコンテンツ・
アイテム２１４を提供することができる。結果として、点線２１４ｂで示すように、コン
テンツ管理システム１１０により受信された何らかの無効な要求２０８の結果、当該要求
に応じてコンテンツ・アイテム２１４を提供することができる。コンテンツ管理システム
１１０がこれらの例で提供できるコンテンツ・アイテム２１４は、リソース・スポンサが
提供する既存の定義と適合するものであり、例えば、名前階層における全てのレベルで完
全かつ正当な名前を有する。
【００３６】
　幾つかの実装形態では、検証エンジン２１２は、誤字、例えば、「ａｒｔｉｓｔ＞ｊａ
ｚ＞ｔｒｕｍｐｅｔ」におけるスペルミスした「ｊａｚ」または「ａｒｔｉｓｔ＞ｊａｚ
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ｚ＞ｔｒｕｍｐｅｔｅｒ」における「ｔｒｕｍｐｅｔ」ではなく「ｔｒｕｍｐｅｔｅｒ」
が存在するときを判定することができる。本例では、検証エンジン２１２は無効な情報を
自動的に修正することができ、コンテンツ管理システム１１０は依然として（無効な）コ
ンテンツ・アイテム要求２０２に応じてコンテンツ・アイテム２１４を提供することがで
きる。
【００３７】
　無効な要求２０８ｂが（例えば、コンテンツ・アイテム２１４を依然として提供できる
という意味で）修復可能であるかどうかに関わらず、コンテンツ管理システム１１０は、
無効なコンテンツ・アイテム要求１２４における全ての無効な要求に対する情報を格納す
ることができる。これを、例えばコンテンツ管理システム１１０がリソース・スポンサの
ウェブページ２０４のコンテンツ・アイテム・スロット２０６ｂに関連付けられた無効な
要求２０８ｂを受信したとき常に、長時間にわたって繰返し行うことができる。同様に、
他のウェブページ上のコンテンツ・アイテム・スロットに関連付けられた他の無効な要求
を受信することができる。これらの無効な要求の各々に対する情報を、それらが長期間に
わたって無効なコンテンツ・アイテム要求１２４内で発生した際に格納することができる
。幾つかの実装形態では、無効なコンテンツ・アイテム要求１２４内の情報を、リソース
・スポンサ、ウェブページ、コンテンツ・アイテム・スロット、および／または無効なコ
ンテンツ・アイテム要求に関連付けられた他の要素によってインデックス付けまたはソー
トすることができる。幾つかの実装形態では、無効な要求２０８ｂの複数のインスタンス
に関する情報を無効なコンテンツ・アイテム要求１２４内の単一のエントリとして纏める
ことができ、同じ情報を有する無効な要求２０８ｂがコンテンツ管理システム１１０によ
り受信されたとき常に、そのエントリに対するカウンタを増加させることができる。
【００３８】
　幾つかの実装形態では、（例えば、カウントに基づいて）所与のウェブページに対して
或る閾値数の無効なコンテンツ・アイテム要求を受信したとき、提案エンジン２２０は、
例えば、無効な要求を修正するためにリソース・スポンサが使用できる提案（例えば、提
案された広告エンティティ）を作成することができる。幾つかの実装形態では、当該提案
に対応する情報を提案された広告エンティティ１２２に格納することができる。提案され
た広告エンティティと長期間にわたって受信した無効な要求に関する情報を、例えばリソ
ース・スポンサ・ユーザ・インタフェース１２０でリソース・スポンサに提供することが
できる。
【００３９】
　提案エンジン２２０は、例えば、同一のリソース・スポンサ、ウェブページ等に対する
１つまたは複数の無効なコンテンツ・アイテム要求１２４を用いて、提案された広告エン
ティティ１２２を生成することができる。提案エンジン２２０が作成した当該提案は、例
えば、無効なコンテンツ・アイテム要求１２４内の情報を格納する前に検証エンジン２１
２によって決定される情報を少なくとも部分的に用いて、情報（例えば、失われた階層レ
ベル、誤字等）に基づくことができる。
【００４０】
　幾つかの実装形態では、リソース・スポンサ・ユーザ・インタフェース１２０は、リソ
ース・スポンサが無効なコンテンツ・アイテム要求を自動的に受理し検証できるようにす
るためのツールで、提案された広告エンティティに対する提案情報２２２を提供し、後続
の同種の要求を受信時に検証することができる。例えば、提案情報２２２内に表示される
情報を提案された広告エンティティ１２２から取得することができ、当該情報が提案２２
４、パラメータ２２６およびオプション２２８を含むことができる。情報２２２内の各行
は、異なる提案された広告エンティティ（例えば、「提案された広告エンティティ１～Ｎ
」の１つ）に対応することができる。例えば、提案２２４「提案された広告エンティティ
２」は、コンテンツ・アイテム・スロット２０６ｂに対応する１つまたは複数の無効な要
求２０８ｂに対応することができ、提案２２４「提案された広告エンティティ１」は、リ
ソース・スポンサに対する別のウェブページからの無効なコンテンツ・アイテム要求に対
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応することができる。幾つかの実装形態では、パラメータ２２６は、無効なコンテンツ・
アイテム要求が受信された回数、ウェブページ上のコンテンツ・アイテム・スロットの位
置等のような情報を含むことができる。例えば、オプション２２８により、リソース・ス
ポンサは、当該提案および／または当該対応する無効なコンテンツ・アイテム要求に関す
る情報を表示することができる。オプション２２８はまた、リソース・スポンサがそれに
より参照し場合によっては提案された広告エンティティを受理できるコントロールを含む
ことができる。リソース・スポンサ・ユーザ・インタフェース１２０のより詳細な例につ
いては、図３を参照して後述する。
【００４１】
　幾つかの実装形態では、スパム関連である無効なコンテンツ・アイテム要求を、リソー
ス・スポンサ・ユーザ・インタフェース１２０では表示されない様々なレポートでリソー
ス・スポンサに提供することができる。これらの例では、提案エンジン２２０はスパム関
連要求を修復するための提案は何ら行わず、スパム要求に関する情報により、リソース・
スポンサがスパム要求のソースを決定するのを支援することができる。例えば、スパム業
者のＩＰアドレス、ＵＲＬ（複数可）等に関する情報を用いて、リソース・スポンサはス
パム要求のソースを食い止める試みを続行するかどうかを判定することができる。幾つか
の実装形態では、スパム関連要求に対する無効なコンテンツ・アイテム要求１２４に格納
された情報（例えば、ＩＰアドレスまたは他のキー）を使用して、ブラックリスト２１６
内の追加のスパム業者情報（例えば、スパム業者のウェブサイト（複数可））を検索する
ことができる。
【００４２】
　図３は、無効なコンテンツ要求から自動的に生成された広告エンティティを受信し、修
正し、承認するための例示的なユーザ・インタフェース３００のスクリーン・ショットで
ある。本例では、提案情報３０２は、提案された広告エンティティ１２２からアクセスさ
れる情報を含むことができる。幾つかの実装形態では、提案情報３０２は、提案された広
告エンティティ名３０４、無効な要求の数３０６、ターゲット・ウィンドウ位置３０８、
およびコンテンツ・アイテム・スロットのサイズ３１０、ならびに他の情報を含むことが
できる。例えば、提案された広告エンティティ名３０４「ＭｕｓｉｃＰａｇｅ＞Ｇｅｎｒ
ｅ１＞ＡｒｔｉｓｔＰ」を有するエントリ３１２は、リソース・スポンサにより出資され
る音楽関連のウェブページのコレクションにおける「Ｇｅｎｒｅ１」ウェブページのグル
ープまたはカテゴリ内のアーチストＰに関するウェブページに対応することができる。本
例では、無効なコンテンツ・アイテム要求の数４５８が、３００x２５０および４６８x６
０のサイズを有する、ページ・トップに配置されたコンテンツ・アイテム・スロットに対
して受信されている。
【００４３】
　幾つかの実装形態では、ユーザ・インタフェース３００は、ユーザが無効なコンテンツ
・アイテム要求を修復できるようにするツールを含む、無効なコンテンツ・アイテム要求
ごとの情報が表示される１つまたは複数の他のスクリーンを備えることができる。例えば
、一部の無効なコンテンツ・アイテム要求が自動的に提案された広告エンティティをもた
らす可能性がある一方で、一部な無効なコンテンツ・アイテム要求が自動的には修復でき
ないエラーを含む可能性がある。
【００４４】
　幾つかの実装形態では、提案情報３０２を様々な方法でソートすることができる。例え
ば、最高数（例えば、４５８）を有するエントリ３１２が提案情報３０２の最初のエント
リとして現れるように、提案情報３０２を無効な要求の数３０６の降順でソートすること
ができる。幾つかの実装形態では、提案情報３０２を提案された広告エンティティ名３０
４または他の何らかの列でソートすることができる。
【００４５】
　幾つかの実装形態では、エントリを選択（例えば、エントリ３１２をクリック）するこ
とで、提案に関する詳細な情報を表示させることができる。例えば、当該詳細な情報が、



(16) JP 6038894 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

当該提案に関連する当該コンテンツ・アイテム要求が無効であった（例えば、階層レベル
の欠落、誤字等）との理由を含むことができる。
【００４６】
　幾つかの実装形態では、１つまたは複数の追加のスクリーンにより、提案エンジン２２
０が提案された広告エンティティを生成できなかった無効なコンテンツ・アイテム要求を
ユーザが修復することができる。例えば、当該追加のスクリーンは無効なコンテンツ・ア
イテム要求を表示してエラーを特定することができる。ユーザは無効なコンテンツ・アイ
テム要求における任意のエラーも手動で修正して、正当でないエントリまたは提案エンジ
ン２２０に入力して提案された広告エンティティを生成できるエントリを生成することが
できる。
【００４７】
　リソース・スポンサは、提案された広告エンティティを様々な方法で承認することがで
きる。例えば、承認チェックボックス３１４、例えば提案情報３０２内の提案エントリご
とに１つの承認チェックボックス３１４により、リソース・スポンサは個々の提案を承認
することができる。幾つかの実装形態では、承認チェックボックス３１４を選択（例えば
、クリック）することで、対応する提案エントリを承認できることを（例えば、チェック
ボックスに現れるチェックマークで）示すことができる。例えば、既にチェックされた承
認チェックボックス３１４を再びクリックすると、当該チェックボックスのチェックを外
すことができる。幾つかの実装形態では、全チェック・コントロール３１６により、承認
チェックボックス３１４の全てをチェックするか、または、既にチェックされている場合
には承認チェックボックス３１４の全てのチェックを外すことができる。結果として、承
認チェックボックス３１４をチェックしそのチェックを外すことによって、リソース・ス
ポンサはどの提案された広告エンティティを承認すべきかを特定することができる。幾つ
かの実装形態では、提案された広告エンティティは、どのようにコンテンツをリソース上
で表示すべきかを定義するパラメータを含むコンテンツ・アイテム・スロット定義であっ
てもよい。
【００４８】
　承認コントロール３１８は、選択されると、現在特定されている提案された広告エンテ
ィティを承認させることができる。提案された広告エンティティが承認された結果、後続
の同種のコンテンツ・アイテム要求を受信時に検証することができる。例えば、コンテン
ツ管理システム１１０が上記の無効な要求２０８ｂの別のインスタンスを受信した後の時
点で、当該要求に応じてコンテンツ・アイテム２１４を自動的に提供することができる。
【００４９】
　特定の（または１群の）提案された広告エンティティを検索するためにリソース・スポ
ンサが使用できる他のコントロール３２０が存在してもよい。追加のコントロール３２０
により、提案情報３０２が表示される閾値、例えば、全ての提案された広告エンティティ
を変更することができ、または、５０個以上になる１群の無効な要求に対応する提案され
た広告エンティティだけを変更することができる。幾つかの実装形態では、情報をソート
するための、または、どの情報を表示するかを制御するための他のコントロールが存在し
てもよい。
【００５０】
　幾つかの実装形態では、提案情報３０２に、例えば広告ユニット・インベントリ・タブ
３２４ａのもとで利用可能な１つまたは複数のオプション３２２（例えば、「Ｓｕｇｇｅ
ｓｔ　Ａｄ　Ｕｎｉｔｓ」）に基づいてユーザ・インタフェース３００内部でアクセスす
ることができる。広告ユニット・インベントリ・タブ３２４ａは、ユーザ・インタフェー
ス３００内で利用可能な幾つかのタブ３２４のうちの１つであってもよい。提案された広
告エンティティおよび無効なコンテンツ・アイテム要求に対する情報を他の方法で提供す
る他のユーザ・インタフェースが存在してもよい。幾つかの実装形態では、ページ・コン
トロール３２６により、ユーザはページ上のエントリの数を制御することができ、または
、特定のページにナビゲートすることができる。
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【００５１】
　図４Ａは、無効なコンテンツ要求から自動的に広告エンティティを生成するための例示
的なプロセス４００の流れ図である。プロセス４００を、例えば要求ハンドラ２１０、検
証エンジン２１２、および提案エンジン２２０を用いて、コンテンツ管理システム１１０
およびリソース・スポンサ・ユーザ・インタフェース１２０により実施することができる
。図２および３を使用して、プロセス４００の諸ステップに関する例を提供する。
【００５２】
　コンテンツ・アイテム要求がリソースから受信される（４０２）。当該リソースにはリ
ソース・スポンサが関連付けられている。例えば、コンテンツ管理システム１１０は、コ
ンテンツ・アイテム要求２０２をリソース・スポンサのウェブページ２０４から受信する
ことができる。コンテンツ・アイテム要求２０２は、コンテンツ・アイテム・スロット、
例えば、コンテンツ・アイテム・スロット２０６ａまたは２０６ｂのうち１つを埋めるた
めのコンテンツに対する要求であってもよい。例えば、コンテンツ・アイテム・スロット
２０６ａおよび２０６ｂが、音楽に関連する幾つかのウェブページを有するかもしれない
音楽業界のリソース・スポンサにより出資されたウェブページ２０４上の広告スロットで
あってもよい。幾つかの実装形態では、コンテンツ・アイテム要求２０２を要求ハンドラ
２１０により処理してもよい。
【００５３】
　当該コンテンツ・アイテム要求が検証される（４０４）。当該検証には、スパム要求の
フィルタと、当該コンテンツ・アイテム要求が正当であるかどうかの判定が含まれる。１
例として、検証エンジン２１２は、コンテンツ・アイテム要求２０２が正当であるか無効
であるかどうかの判定を含めて、コンテンツ・アイテム要求２０２を検証することができ
る。正当な要求２０８ａに対しては、検証エンジン２１２は、コンテンツ・アイテム要求
２０２内の情報の全てが正しいと判定することができる。無効な要求２０８ａに対しては
、検証エンジン２１２は、例えば、コンテンツ・アイテム要求２０２がスパム要求である
と判定するか、または、コンテンツ・アイテム要求２０２が誤字および／もしくは欠落ま
たは不正なパラメータ（例えば、前述のような階層レベル名）のような少なくとも幾つか
の不正な情報を含むと判定することができる。
【００５４】
　任意の正当な要求（例えば、正当な要求２０８ａ）に対しては、コンテンツ・アイテム
（例えば、コンテンツ・アイテム２１４）がコンテンツ・アイテム要求２０２に応答して
提供される。一部の無効な要求に対しては、コンテンツ・アイテム要求に応答してコンテ
ンツ・アイテムを依然として提供することができる（４０６）。当該コンテンツ・アイテ
ムは、それが無効な要求に対して提供された場合には、リソース・スポンサにより提供さ
れた既存の定義と適合するものである。例えば、無効な要求２０８ｂが修正可能な誤字お
よび／またはパラメータ（例えば、欠落または不正なレベル名）を含むと検証エンジン２
１２が判定した場合には、コンテンツ管理システム１１０はコンテンツ・アイテム２１４
を提供することができる。コンテンツ・アイテム２１４を、無効な要求２０８ｂ内の任意
の修正可能なエラーに基づいて選択することができる。幾つかの実装形態では、無効な要
求２０８ｂにおけるエラーを修正できない場合には、コンテンツ・アイテム２１４はコン
テンツ要求２０２に応じて提供されない。
【００５５】
　無効な要求に関連する情報が、ユーザ・インタフェースでリソース・スポンサに提供さ
れる（４０８）。当該ユーザ・インタフェースは、後続の同種の要求が受信時に検証され
るように、リソース・スポンサがコンテンツ・アイテム要求を自動的に受理して検証でき
るようにするツールを備える。例えば、リソース・スポンサはユーザ・インタフェース３
００のようなインタフェースを使用して、無効な要求に関する情報と当該無効な要求に基
づいて提示される提案された広告エンティティとに関する情報を参照することができる。
当該リソース・スポンサは、承認チェックボックス３１４、承認コントロール３１６、お
よび／または他のコントロールを使用して当該提案を受理することができる。
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【００５６】
　図４Ｂは、無効なコンテンツ要求から自動的に広告エンティティを生成し、正当な要求
と無効な要求に応答してコンテンツを提供するための例示的なプロセス４２０の流れ図で
ある。プロセス４２０を、例えば、要求ハンドラ２１０、検証エンジン２１２、および提
案エンジン２２０を用いて、コンテンツ管理システム１１０およびリソース・スポンサ・
ユーザ・インタフェース１２０により実施することができる。図２および３を使用して、
プロセス４００の諸ステップに関する例を提供する。
【００５７】
　コンテンツ・アイテム要求が受信される（４２２）。当該コンテンツ・アイテム要求に
応答して受信した任意のコンテンツ・アイテムがリソース上で表示される。当該リソース
は、関連付けられたリソース・スポンサを有する。例えば、コンテンツ管理システム１１
０は、コンテンツ・アイテム要求２０２をリソース・スポンサのウェブページ２０４から
受信することができる。コンテンツ・アイテム要求２０２は、コンテンツ・アイテム・ス
ロット、例えば、コンテンツ・アイテム・スロット２０６ａまたは２０６ｂのうち１つを
埋めるためのコンテンツに対する要求であってもよい。例えば、コンテンツ・アイテム・
スロット２０６ａおよび２０６ｂが、音楽に関連する幾つかのウェブページを有するかも
しれない音楽業界のリソース・スポンサにより出資されたウェブページ２０４上の広告ス
ロットであってもよい。幾つかの実装形態では、コンテンツ・アイテム要求２０２を要求
ハンドラ２１０により処理してもよい。
【００５８】
　コンテンツ・アイテム要求が正当であるか無効であるかの判定を行う（４２４）。例え
ば、検証エンジン２１２は前述のように、コンテンツ・アイテム要求２０２が正当である
か無効であるかを判定することができる。
【００５９】
　当該要求が正当である場合には（４２５）、当該コンテンツ・アイテム要求に応じたコ
ンテンツが提供される（４２６）。例えば、コンテンツ管理システム１１０は、例えばコ
ンテンツ・アイテム・スロット２０６ａにおいて提供するために、任意の正当な要求２０
８ａに応答してコンテンツ・アイテム２１４を提供することができる。
【００６０】
　無効な要求に対しては、当該要求が無効であったとしても、当該コンテンツ・アイテム
要求に応答してコンテンツを提供するための合理的な試みを行うことができる。幾つかの
実装形態では、当該コンテンツ・アイテム要求が無効である理由を克服（例えば、修正、
解釈、またはデフォルトの定義で置換）できる場合には、コンテンツを提供することがで
きる。
【００６１】
　当該無効な要求がスパムであるかどうかを判定する（４２８）。（例えば、検証エンジ
ン２１２により判定して）当該無効な要求がスパムである場合には、コンテンツ・アイテ
ムは当該コンテンツ・アイテム要求に応じて提供されない（４３０）。当該無効な要求が
スパム関連でない場合には、例えば無効である他の理由を決定するために、当該無効な要
求に対する処理を継続することができる。
【００６２】
　当該無効な要求が不適切にフォーマットされているかどうかを判定する（４３２）。当
該無効な要求が不適切にフォーマットされている場合には、当該コンテンツ・アイテム要
求に応答してコンテンツ・アイテムを提供する（４３４）。提供されたコンテンツ・アイ
テムは、リソース・スポンサにより以前に提供されたパラメータ記述に少なくとも部分的
に基づくことができる。例えば、検証エンジン２１２が、リソース・スポンサ定義２１８
内のパラメータ記述を含む情報を使用して、コンテンツ・アイテム要求２０２内の任意の
誤字を決定し修正することができる。修正したバージョンのコンテンツ・アイテム要求２
０２を用いて、コンテンツ管理システム１１０は、コンテンツ・アイテム要求２０２に応
答してコンテンツを例えばコンテンツ・スポンサのウェブページ２０４に提供することが
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できる。
【００６３】
　当該無効な要求が広告エンティティの階層において欠落している広告エンティティの要
求であるかどうかを判定する（４３６）。そうである場合には、コンテンツ・アイテムを
当該コンテンツ・アイテム要求に応じて提供する。当該コンテンツ・アイテムは、リソー
ス・スポンサに関連付けられた階層内の別の広告エンティティに基づいて提供される（４
３８）。例えば、図２を参照して上述したように、「ｊａｚｚ」、「ｔｒｕｍｐｅｔ」の
ようなレベル名または他の名前が無効な要求２０８ｂから欠落しているかもしれない。コ
ンテンツ管理システム１１０が、例えば検証エンジン２１２が決定した情報を用いて欠落
した情報を修正出来る場合には、コンテンツ・アイテム２１４を提供することができる。
例えば、破線矢印２１４ｂは、コンテンツ・アイテム要求２０２が無効である場合でも、
コンテンツ・アイテム２１４をコンテンツ・アイテム・スロット２０６ｂに提供できるケ
ースを示す。
【００６４】
　コンテンツ・アイテム要求の無効な態様を克服し、修正し、または解釈するための全て
の合理的な試みが行われた場合には、コンテンツ・アイテムは提供されない（４４０）。
１つまたは複数のコンテンツ・アイテム（複数可）２１４が無効なコンテンツ・アイテム
要求２０２に対して提供されるかどうかに関わらず、当該無効な要求に関する情報を、例
えばリソース・スポンサ・ユーザ・インタフェースおよび／または当該情報の他のユーザ
が使用するために、無効なコンテンツ・アイテム要求１２４に格納することができる。
【００６５】
　図４Ｃは、資産に関連付けられた無効なコンテンツ・アイテムを受信し、記録し、提示
するための例示的なプロセス４５０の流れ図である。プロセス４５０を、例えば要求ハン
ドラ２１０、検証エンジン２１２、および提案エンジン２２０を用いて、コンテンツ管理
システム１１０およびリソース・スポンサ・ユーザ・インタフェース１２０により実施す
ることができる。図２および３を使用して、プロセス４５０の諸ステップに関する例を提
供する。
【００６６】
　資産スポンサに関連付けられた資産から受信した１つまたは複数の無効なコンテンツ・
アイテム要求を決定する（４５２）。例えば、コンテンツ管理システム１１０は、例えば
検証エンジン２１２を用いて、資産（例えば、リソース・スポンサのウェブページ２０４
上のコンテンツ・アイテム・スロット２０６ｂ）から受信したコンテンツ・アイテム要求
２０２が無効であると判定することができる。
【００６７】
　それぞれの無効なコンテンツ・アイテム要求を記録する（４５４）。１例として、無効
な要求２０８ｂに対応する情報を無効なコンテンツ・アイテム要求１２４に格納すること
ができる。
【００６８】
　無効なコンテンツ・アイテム要求に関する情報はユーザ・インタフェースにおいて資産
スポンサに提供される（４５６）。例えば、資産スポンサ（例えば、リソース・スポンサ
）は、無効なコンテンツ・アイテム要求に対する情報を、コンテンツ・スポンサ・ユーザ
・インタフェース１２０のような１つまたは複数のユーザ・インタフェースで参照するこ
とができる。
【００６９】
　図５は、本明細書で説明したシステムおよび方法をクライアントまたはサーバもしくは
複数のサーバの何れかとして実装できる、コンピューティング・デバイス５００、５５０
のブロック図である。コンピューティング・デバイス５００は、ラップトップ、デスクト
ップ、ワークステーション、携帯情報端末、サーバ、ブレード・サーバ、メインフレーム
、および他の適切なコンピュータのような、様々な形態のデジタル・コンピュータを表現
しようとするものである。コンピューティング・デバイス５５０は、携帯情報端末、携帯



(20) JP 6038894 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

電話、スマートフォン、および他の同様なコンピューティング・デバイスのような、様々
な形態のモバイル装置を表現しようとするものである。ここで示したコンポーネント、そ
れらの接続と関係、およびそれらの機能は、例示的にすぎないものであり、本明細書で説
明および／またはクレームした本発明の実装形態を限定しようとするものではない。
【００７０】
　コンピューティング・デバイス５００は、プロセッサ５０２、メモリ５０４、記憶装置
５０６、メモリ５０４および高速拡張ポート５１０に接続する高速インタフェース５０８
、ならびに低速バス５１４および記憶装置５０６に接続する低速インタフェース５１２を
備える。コンポーネント５０２、５０４、５０６、５０８、５１０、および５１２の各々
は様々なバスを用いて相互接続され、必要に応じて共通マザーボードにまたは他の方法で
マウントしてもよい。プロセッサ５０２は、コンピューティング・デバイス５００内部で
実行するための命令を処理することができる。当該命令には、メモリ５０４内または記憶
装置５０６上に格納されて高速インタフェース５０８に接続されたディスプレイ５１６の
ような外部入出力装置上のＧＵＩに対するグラフィカル情報を表示するための命令が含ま
れる。他の実装形態では、必要に応じて、複数のメモリおよび複数の種類のメモリととも
に、複数のプロセッサおよび／または複数のバスを使用してもよい。また、複数のコンピ
ューティング・デバイス５００を、必要な動作の一部を提供する各装置と（例えば、サー
バ・バンク、１群のブレード・サーバ、またはマルチプロセッサ・システム）と接続して
もよい。
【００７１】
　メモリ５０４は情報をコンピューティング・デバイス５００内部に格納する。１実装形
態では、メモリ５０４はコンピュータ読取可能媒体である。１実装形態では、メモリ５０
４は１つまたは複数の揮発性メモリ・ユニットである。別の実装形態では、メモリ５０４
は１つまたは複数の不揮発性メモリ・ユニットである。
【００７２】
　記憶装置５０６は、コンピューティング・デバイス５００に対する大容量記憶部を提供
することができる。１実装形態では、記憶装置５０６はコンピュータ読取可能媒体である
。様々な別の実装形態では、記憶装置５０６は、フロッピ・ディスク装置、ハード・ディ
スク装置、光ディスク装置、またはテープ装置、フラッシュ・メモリまたは他の同様な固
体メモリ装置、記憶領域ネットワークもしくは他の構成内の装置を含む装置のアレイであ
ってもよい。１実装形態では、コンピュータ・プログラム製品は情報キャリア内に有形的
に具体化される。コンピュータ・プログラム製品は、実行されたとき、上述のように１つ
または複数の方法を実行する命令を含む。情報キャリアは、メモリ５０４、記憶装置５０
６、プロセッサ５０２上のメモリのようなコンピュータ読取可能媒体または機械読取可能
媒体である。
【００７３】
　高速コントローラ５０８はコンピューティング・デバイス５００に対する帯域幅集約的
な動作を管理し、低速コントローラ５１２は低速な帯域幅集約的な動作を管理する。かか
る担当割当ては例示的なものにすぎない。１実装形態では、高速コントローラ５０８が、
メモリ５０４、（例えば、グラフィック・プロセッサまたはアクセラレータを介して）デ
ィスプレイ５１６、および高速拡張ポート５１０に接続される。高速拡張ポート５１０は
、様々な拡張カード（図示せず）を受け入れることができる。当該実施形態では、低速コ
ントローラ５１２が記憶装置５０６および低速拡張ポート５１４に接続される。当該低速
拡張ポートは、様々な通信ポート（例えば、ＵＳＢ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）を備えてもよく
、キーボード、ポインティング・デバイス、スキャナ、またはスイッチもしくはルータの
ような１つまたは複数の入出力装置に例えばネットワーク・アダプタを介して接続しても
よい。
【００７４】
　コンピューティング・デバイス５００を、図に示すように幾つかの異なる形態で実装し
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てもよい。例えば、コンピューティング・デバイス５００を、１つの標準的なサーバ５２
０、または１群のかかるサーバにおいて複数回実装してもよい。コンピューティング・デ
バイス５００をラック・サーバ・システム５２４の一部として実装してもよい。さらに、
コンピューティング・デバイス５００をラップトップ・コンピュータ５２２のようなパー
ソナル・コンピュータで実装してもよい。あるいは、コンピューティング・デバイス５０
０のコンポーネントを、装置５５０のようなモバイル装置（図示せず）内の他のコンポー
ネントと組み合わせてもよい。かかる装置の各々が１つまたは複数のコンピューティング
・デバイス５００、５５０を含んでもよく、システム全体を互いに通信する複数のコンピ
ューティング・デバイス５００、５５０から構成してもよい。
【００７５】
　コンピューティング・デバイス５５０は、他のコンポーネントのうち、プロセッサ５５
２、メモリ５６４、ディスプレイ５５４のような入出力装置、通信インタフェース５６６
、および送受信器５６８を備える。装置５５０に、マイクロドライブまたは他の装置のよ
うな記憶装置を提供して追加の記憶部を提供してもよい。コンポーネント５５０、５５２
、５６４、５５４、５６６、および５６８の各々は、様々なバスを用いて相互接続され、
当該コンポーネントの幾つかを必要に応じて共通のマザーボード上にまたは他の方法でマ
ウントしてもよい。
【００７６】
　プロセッサ５５２はコンピューティング・デバイス５５０内部で実行するための命令を
処理することができる。当該命令には、メモリ５６４に格納された命令が含まれる。当該
プロセッサは、独立なアナログ・プロセッサとデジタル・プロセッサを備えてもよい。当
該プロセッサは、例えば、ユーザ・インタフェース、装置５５０が実行するアプリケーシ
ョン、装置５５０による無線通信の制御といった、装置５５０の他のコンポーネントの調
整を提供してもよい。
【００７７】
　プロセッサ５５２は、ディスプレイ５５４に接続された制御インタフェース５５８とデ
ィスプレイ・インタフェース５５６を介してユーザと通信してもよい。ディスプレイ５５
４は、例えば、ＴＦＴ　ＬＣＤディスプレイもしくはＯＬＥＤディスプレイ、または他の
適切なディスプレイ技術であってもよい。ディスプレイ・インタフェース５５６は、ディ
スプレイ５５４を駆動してグラフィカル情報および他の情報をユーザに提供するための適
切な回路を備えてもよい。制御インタフェース５５８は、ユーザからコマンドを受信して
当該コマンドをプロセッサ５５２に送信するために変換してもよい。さらに、外部インタ
フェース５６２がプロセッサ５５２との通信を提供して、装置５５０が他の装置と近領域
通信できるようにしてもよい。外部インタフェース５６２が、例えば、（例えば、ドッキ
ング手続きを介した）有線通信または（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）または
他のそのような技術を介した）無線通信を提供してもよい。
【００７８】
　メモリ５６４は情報をコンピューティング・デバイス５５０内部に格納する。１実装形
態では、メモリ５６４はコンピュータ読取可能媒体である。１実装形態では、メモリ５６
４は１つまたは複数の揮発性メモリ・ユニットである。別の実装形態では、メモリ５６４
は１つまたは複数の不揮発性メモリ・ユニットである。拡張メモリ５７４を提供して、拡
張インタフェース５７２を介して装置５５０に接続してもよい。拡張インタフェース５７
２には、例えば、ＳＩＭＭカードインタフェースを含めてもよい。かかる拡張メモリ５７
４が、追加の記憶空間を装置５５０に提供してもよく、または、装置５５０に関するアプ
リケーションまたは他の情報を格納してもよい。特に、拡張メモリ５７４が、上述のプロ
セスを実行または補完するための命令を含んでもよく、安全な情報を含んでもよい。した
がって例えば、拡張メモリ５７４を、装置５５０に対するセキュリティ・モジュールとし
て提供してもよく、装置５５０の安全な使用を可能とする命令でプログラムしてもよい。
さらに、ハッキング不可能なように識別情報をＳＩＭＭカードに提供するといった追加の
情報とともに、ＳＩＭＭカードを介してセキュア・アプリケーションを提供してもよい。
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【００７９】
　当該メモリが、例えば、後述のようにフラッシュ・メモリおよび／またはＭＲＡＭメモ
リを備えてもよい。１実装形態では、コンピュータ・プログラム製品が情報キャリア内で
有形に具体化される。当該コンピュータ・プログラム製品は、例えば上述したように、実
行されたとき１つまたは複数の方法を実施する命令を含む。当該情報キャリアは、メモリ
５６４、拡張メモリ５７４、またはプロセッサ５５２上のメモリのようなコンピュータ読
取可能媒体または機械読取可能媒体である。
【００８０】
　装置５５０は、通信インタフェース５６６を介して無線で通信してもよく、必要ならば
デジタル信号処理回路を備えてもよい。通信インタフェース５６６は、とりわけ、ＧＳＭ
（登録商標）音声通信、ＳＭＳ、ＥＭＳ、またはＭＭＳメッセージング、ＣＤＭＡ、ＴＤ
ＭＡ、ＰＤＣ、ＷＣＤＭＡ（登録商標）、ＣＤＭＡ２０００、またはＧＰＲＳのような様
々なモードまたはプロトコルのもとでの通信を提供してもよい。かかる通信を、例えば、
無線周波数送受信器５６８を介して行ってもよい。さらに、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）、ＷｉＦｉ、または他のかかる送受信器（図示せず）を用いて短距離通信を行
ってもよい。さらに、ＧＰＳ受信機モジュール５７０が追加の無線データを装置５５０に
提供してもよく、当該データを、装置５５０で実行されているアプリケーションによって
必要に応じて使用してもよい。
【００８１】
　装置５５０はまた、オーディオ・コーデック５６０を用いて音声通信してもよい。オー
ディオ・コーデック５６０は、ユーザが話した情報を受信して、それを使用可能なデジタ
ル情報に変換してもよい。オーディオ・コーデック５６０は同様に、例えば装置５５０の
ハンドセット内のスピーカを介して、ユーザに対する可聴音声を生成してもよい。かかる
音声が、音声通話からの音声を含んでもよく、録音された音声（例えば、ボイス・メッセ
ージ、音楽ファイル等）を含んでもよく、装置５５０上で動作するアプリケーションが生
成した音声を含んでもよい。
【００８２】
　コンピューティング・デバイス５５０を、図で示したように幾つかの異なる形態で実装
してもよい。例えば、コンピューティング・デバイス５５０を携帯電話５８０として実装
してもよい。コンピューティング・デバイス５５０を、スマートフォン５８２、携帯情報
端末、または他の同様なモバイル装置の一部として実装してもよい。
【００８３】
　本明細書で説明したシステムおよび技術の様々な実装形態を、デジタル電子回路、集積
回路、特殊設計ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａ
ｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、コンピュータ・ハードウェア、ファームウェア、ソフトウ
ェア、および／またはそれらの組合せで実現することができる。これらの様々な実装形態
が、少なくとも１つのプログラム可能プロセッサを含むプログラム可能システムで実行可
能かつ／または解釈可能な１つまたは複数のコンピュータ・プログラムでの実装形態を含
むことができる。当該少なくとも１つのプログラム可能プロセッサは、特殊目的または汎
用目的であってもよく、記憶システム、少なくとも１つの入力装置、および少なくとも１
つの出力装置とデータを送受信するように接続されてもよい。
【００８４】
　これらのコンピュータ・プログラム（プログラム、ソフトウェア、ソフトウェア・アプ
リケーションまたはコードとしても知られる）は、プログラム可能プロセッサに対する機
械命令を含み、高レベルな手続き言語および／またはオブジェクト指向プログラミング言
語で、および／またはアセンブリ言語／機械言語で実装することができる。本明細書で使
用する際、「機械読取可能媒体」、「コンピュータ読取可能媒体」という用語は、任意の
コンピュータ・プログラム製品、装置および／または、機械命令および／またはデータを
プログラム可能プロセッサに提供するために使用できる装置（例えば、磁気ディスク、光
ディスク、メモリ、ＰＬＤ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ））
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を指し、機械命令を機械読取可能信号として受信する機械読取可能媒体を含む。「機械読
取可能信号」という用語は、機械命令および／またはデータをプログラム可能プロセッサ
に提供するために使用される任意の信号を指す。
【００８５】
　ユーザとの対話を提供するために、本明細書で説明したシステムと技術を、情報をユー
ザに表示するためのディスプレイ装置（例えば、ＣＲＴ（ｃａｔｈｏｄｅ　ｒａｙ　ｔｕ
ｂｅ）またはＬＣＤ（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ）モニタ）ならび
にユーザがそれにより入力をコンピュータに提供できるキーボードおよびポインティング
・デバイス（例えば、マウスまたはトラックボール）を有するコンピュータで実装するこ
とができる。他の種類の装置を使用して、同様にユーザとの対話を提供することができる
。例えば、ユーザに提供されるフィードバックが、任意の形態の感覚フィードバック（例
えば、視覚フィードバック、音声フィードバック、または触覚フィードバック）であるこ
とができ、ユーザからの入力を、音声、スピーチ、または触覚入力を含む任意の形態で受
信することができる。
【００８６】
　本明細書で説明したシステムと技術を、（例えば、データ・サーバとしての）バック・
エンド・コンポーネントを含むコンピューティング・システム、または、ミドルウェア・
コンポーネント（例えば、アプリケーション・サーバ）を含むコンピューティング・シス
テム、または、フロント・エンド・コンポーネント（例えば、本明細書で説明したシステ
ムおよび技術の実施形態とユーザがそれを介して対話できるユーザ・インタフェースまた
はウェブ・ブラウザを有するクライアント・コンピュータ）を含むコンピューティング・
システム、またはかかるバック・エンド、ミドルウェア、またはフロント・エンドのコン
ポーネントの任意の組合せで実装することができる。当該システムのコンポーネントを、
デジタル・データ通信の任意の形態または媒体（例えば、通信ネットワーク）により相互
接続することができる。通信ネットワークの例には、ＬＡＮ（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡＮ（ｗｉｄｅ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、およびインターネッ
トが含まれる。
【００８７】
　当該コンピューティング・システムは、クライアントとサーバを含むことができる。ク
ライアントとサーバは一般に、互いから離れており、一般に通信ネットワークを介して対
話する。クライアントとサーバの関係は、各コンピュータ上で実行され互いとクライアン
ト・サーバ関係にあるコンピュータ・プログラムに基づいて生ずる。
【００８８】
　本明細書は多数の具体的な実装形態の詳細を含むが、これらは任意の発明の範囲または
クレームできる範囲に関する限定と解釈すべきではなく、特定の発明の特定の実装形態に
固有な特徴の説明であると解釈すべきである。本明細書において別々の実装形態の状況で
説明した特定の機能を、１つの実装形態において組合せで実装することもできる。反対に
、１つの実装形態の状況で説明した様々な機能を複数の実装形態で別々にまたは任意の適
切な副次的組合せで実装することもできる。さらに、種々の機能を、特定の組合せで動作
するものとして以上で説明しそのようにクレームしている場合もあるが、クレームした組
合せからの１つまたは複数の機能を幾つかのケースではその組合せで実施することができ
、クレームした組合せが副次的組合せまたは副次的組合せの変形に関するものであっても
よい。
【００８９】
　同様に、図面においては動作を特定の順序で示しているが、これは、所望の結果を得る
ためにはかかる動作を図示した特定の順序または逐次的順序で実施することを要求するも
のとして理解すべきではなく、全ての図示した動作を実施することを要求するものとして
理解すべきでもない。特定の状況では、マルチタスクや並列処理が有利であるかもしれな
い。さらに、上述の実施形態において様々なシステム・コンポーネントを分離したことが
、全ての実施形態においてかかる分離を要求するものとして理解すべきではなく、説明し
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たプログラム・コンポーネントとシステムを一般に単一のソフトウェア製品に統合するか
または複数のソフトウェア製品にパッケージできることは理解される。
【００９０】
　以上、本発明の特定の実施形態を説明した。他の実装形態は添付の特許請求の範囲内に
ある。幾つかのケースでは、特許請求の範囲に記載の動作を異なる順序で実施することが
でき、依然として望ましい結果を実現することができる。さらに、添付図面で示したプロ
セスは望ましい結果を実現するために必ずしも図示した特定の順序または逐次的順序を必
要としない。特定の実装形態では、マルチタスクや並列処理が有利であるかもしれない。
【符号の説明】
【００９１】
１０２　ネットワーク
１０４　ウェブサイト
１０５　リソース（複数可）
１０６　ユーザ装置
１０８　コンテンツ・プロバイダ
１０９　（例えば、コンテンツの）パブリッシャ
１１０　コンテンツ管理システム
１１２　検索システム
１１４　インデックス付きキャッシュ
１１６　クエリ
１１８　検索結果
１２０　リソース・スポンサ・ユーザ・インタフェース
１２２　提案された広告エンティティ
１２４　無効なコンテンツ・アイテム要求

【図１】 【図２】
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